
山
田
和
人
教
授　

略
歴

○
学
歴一

九
七
一
年
三
月　
　
　

兵
庫
県
立
尼
崎
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
五
年
四
月　
　
　

同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
国
文
学
専
攻
入
学

一
九
七
五
年
三
月　
　
　

同
右
卒
業

一
九
七
五
年
四
月　
　
　

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
七
九
年
三
月　
　
　

同
右
修
了

○
職
歴一

九
八
二
年
四
月　
　
　

同
志
社
大
学
嘱
託
講
師
（
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
六
年
四
月　
　
　

同
志
社
大
学
文
学
部
専
任
講
師

一
九
八
九
年
四
月　
　
　

同
志
社
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
九
五
年
四
月　
　
　

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
八
年
四
月　
　
　

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
教
授

一
九
九
九
年
四
月　
　
　

園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
客
員
研
究
員
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
三
年
四
月　
　
　

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
教
授

○
役
職
歴

一
九
九
五
年
四
月
〜
一
九
九
六
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
学
生
主
任

二
〇
〇
三
年
四
月
〜
二
〇
〇
四
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
教
務
主
任

山
田
和
人
教
授　

略
歴

xxii

同志社国文学98号　三校　Ａ



二
〇
〇
五
年
四
月
〜
二
〇
〇
六
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
専
攻
教
務
主
任

二
〇
〇
六
年
四
月
〜
二
〇
一
七
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
検
討
部
会
長

二
〇
〇
八
年
四
月
〜
二
〇
〇
九
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
学
生
主
任

二
〇
〇
九
年
四
月
〜
二
〇
一
七
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
長

二
〇
一
五
年
四
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
文
学
部
国
文
学
科
学
生
主
任

二
〇
一
七
年
四
月
〜
二
〇
一
八
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
評
議
員

二
〇
一
七
年
四
月
〜
二
〇
一
八
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
文
化
学
会
長

二
〇
二
一
年
一
月
〜
二
〇
二
三
年
三
月　
　
　

同
志
社
大
学
古
典
教
材
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
長

○
非
常
勤
講
師
歴

京
都
女
子
大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
佛
教
大
学
、
光
華
女
子
大
学
、
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
、
愛
知
県
立
大
学
、
筑
波
大
学

○
学
会
・
社
会
活
動
役
職

一
九
九
八
年
四
月
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月　
　
　
　
　

日
本
文
学
協
会
委
員

二
〇
〇
二
年
六
月
〜
二
〇
〇
四
年
六
月　
　
　
　
　

日
本
近
世
文
学
会
編
集
委
員

二
〇
〇
二
年
六
月
〜
二
〇
〇
四
年
六
月　
　
　
　
　

日
本
近
世
文
学
会
委
員

二
〇
〇
四
年
四
月
〜
二
〇
〇
八
年
三
月　
　
　
　
　

日
本
文
学
協
会
委
員

二
〇
〇
四
年
六
月
〜
二
〇
一
〇
年
六
月　
　
　
　
　

日
本
近
世
文
学
会
常
任
委
員

二
〇
〇
六
年
四
月
〜
現
在　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
浜
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

二
〇
〇
七
年
四
月
〜
現
在　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藝
能
史
研
究
会
評
議
員

二
〇
〇
八
年
四
月
〜
二
〇
一
八
年
三
月　
　
　
　
　

園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
評
議
員

二
〇
〇
九
年
四
月
〜
二
〇
一
一
年
三
月　
　
　
　
　

日
本
文
学
協
会
委
員

山
田
和
人
教
授　

略
歴
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二
〇
一
〇
年
四
月
〜
二
〇
一
二
年
三
月　
　
　
　
　

国
立
文
楽
劇
場
文
楽
公
演
専
門
委
員

二
〇
一
〇
年
六
月
〜
二
〇
一
二
年
六
月　
　
　
　
　

日
本
近
世
文
学
会
委
員

二
〇
一
〇
年
四
月
〜
現
在　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
崎
潮
干
祭
保
存
会
亀
崎
潮
干
祭
修
理
委
員
会

二
〇
一
二
年
六
月
〜
二
〇
二
〇
年
六
月　
　
　
　
　

日
本
近
世
文
学
会
常
任
委
員

二
〇
一
四
年
四
月
〜
二
〇
二
一
年
三
月　
　
　
　
　

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
評
価
委
員
会
委
員

二
〇
一
五
年
四
月
〜
二
〇
二
〇
年
三
月　
　
　
　
　

 

名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
・
高
等
学
校  

Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）

運
営
指
導
委
員

二
〇
一
六
年
六
月
〜
二
〇
一
八
年
六
月　
　
　
　
　

日
本
近
世
文
学
会
広
報
企
画
委
員

二
〇
一
八
年
六
月
〜
二
〇
二
〇
年
六
月　
　
　
　
　

日
本
近
世
文
学
会
広
報
企
画
委
員
長

二
〇
二
〇
年
一
一
月
〜
二
〇
二
一
年
一
一
月　
　
　

日
本
文
学
協
会
委
員
選
考
委
員
長

二
〇
二
一
年
一
一
月
〜
二
〇
二
二
年
一
一
月　
　
　

日
本
文
学
協
会
委
員
選
考
委
員

二
〇
二
〇
年
六
月
〜
二
〇
二
二
年
六
月　
　
　
　
　

日
本
近
世
文
学
会
委
員

○
受
賞
歴

二
〇
一
八
年
七
月　
　
　

第
五
〇
回
日
本
演
劇
学
会
河
竹
賞
（『
竹
田
か
ら
く
り
の
研
究
』）

山
田
和
人
教
授　

略
歴
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山
田
和
人
教
授　

主
要
業
績

〈
学
位
論
文
〉

修
士
論
文  

『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法
―
宝
永
期
時
代
浄
瑠
璃
の
展
開
を
中
心
に
―
（
一
九
七
九
年
三
月  

同
志
社
大
学
）

博
士
論
文  

竹
田
か
ら
く
り
の
研
究
（
二
〇
一
九
年
三
月  

同
志
社
大
学
）

〈
単
著
〉

『
洛
東
遺
芳
館
所
蔵  

古
浄
瑠
璃
の
研
究
と
資
料
』（
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
和
泉
書
院
）

『
竹
田
か
ら
く
り
の
研
究
』（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、
お
う
ふ
う
）

〈
編
著
・
共
編
著
・
分
担
執
筆
〉

叢
書
江
戸
文
庫
『
豊
竹
座
浄
瑠
璃
集
（
二
）』（
一
九
九
〇
年
三
月
、
図
書
刊
行
会
）
分
担
『
南
蛮
銅
後
藤
目
貫
』
翻
刻
・
解
題

『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
角
太
夫
編
第
一
（
一
九
九
〇
年
七
月
、
大
学
堂
書
店
）
共
編

『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
加
賀
掾
編
第
四
（
一
九
九
二
年
二
月
、
大
学
堂
書
店
）
共
編

『
淨
溜
璃
の
世
界
』（
一
九
九
二
年
六
月
、
世
界
思
想
社
）
文
楽
と
地
方
の
人
形
芝
居  

分
担
執
筆

『
講
座
元
禄
の
文
学
』
４

（
一
九
九
三
年
三
月
、
勉
誠
社
）
用
明
天
王
職
人
鑑
（
共
著
）  

分
担
執
筆

『
竹
本
義
太
夫
浄
瑠
璃
正
本
集
』
上
・
下
巻
（
一
九
九
五
年
二
月
、
大
学
堂
書
店
）
共
編

『
私
説  

昭
和
の
文
楽
』（
一
九
九
五
年
五
月
、
和
泉
書
院
）
共
著

『
豊
竹
座
浄
瑠
璃
集
』「
三
」（
一
九
九
五
年
六
月
、
国
書
刊
行
会
）
編
著

『
講
座
・
日
本
の
演
劇
』
４

（
一
九
九
五
年
八
月
、
勉
誠
社
）
三
都
の
興
行
形
態  

分
担
執
筆

『
近
世
演
劇
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
一
九
九
七
年
五
月
、
世
界
思
想
社
）
舞
台
と
演
出
―
か
ら
く
り
と
手
妻
の
場
合
―  

分
担
執
筆

山
田
和
人
教
授　

主
要
業
績
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『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
事
典
』（
一
九
九
七
年
一
一
月
、
勉
誠
社
）
か
ら
く
り  

分
担
執
筆

『
滋
賀
県
の
民
俗
芸
能
』（
一
九
九
八
年
三
月
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
）
人
形
・
か
ら
く
り  

分
担
執
筆

『
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・
文
楽
』
第
八
巻
（
一
九
九
八
年
五
月
、
岩
波
書
店
）
人
形
・
か
ら
く
り  

分
担
執
筆

『
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
』
六
巻
『
芸
能
伝
承
の
世
界
』（
一
九
九
九
年
三
月
、
三
弥
井
書
店
）
か
ら
く
り
の
伝
承
世
界
―
「
六
ど
う
哥
ね
ん
ぶ
つ
」
を
中
心
に
―  

分
担
執
筆

『
国
際
偶
戲
学
術
検
討
会
論
文
集
』（
一
九
九
九
年
六
月
、
雲
林
県
立
文
化
中
心
）
竹
田
か
ら
く
り
の
研
究
と
絵
画
資
料  

分
担
執
筆

『
近
松
の
三
百
年
』（
一
九
九
九
年
六
月
、
和
泉
書
院
）
竹
田
近
江
少
掾
清
房
の
竹
田
芝
居  

分
担
執
筆

平
成
一
〇
年
度
〜
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
２

）
研
究
成
果
報
告
書
『
無
形
文
化
財
と
記
録
・
保
存
―
都
を
ど
り
の
一
六
ミ
リ
映
画
を
題
材
と

し
て
―
』（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
都
を
ど
り
と
舞
台
装
置  

分
担
執
筆

『
東
郷
町
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
調
査
報
告
書
』（
二
〇
〇
二
年
三
月
、
東
郷
町
教
育
委
員
会
）
東
郷
町
に
残
る
人
形
の
形
態
と
操
法
の
特
色  

分
担
執
筆

『
歌
舞
伎
浄
瑠
璃  

稀
本
集
成
』
上
下
（
二
〇
〇
二
年
五
月
、
八
木
書
店
）「
四
天
王
寺
桜
御
帳
」「
大
荘
厳
御
前
細
工
」「
源
五
郎
鮒
八
景
湖
」  

分
担
執
筆

『
亀
崎
潮
干
祭
総
合
調
査
報
告
書
』（
二
〇
〇
五
年
二
月
、
半
田
市
・
亀
崎
潮
干
祭
国
指
定
推
進
委
員
会
・
亀
崎
潮
干
祭
保
存
会
）
か
ら
く
り  

共
著  

分
担
執
筆

『
浮
世
絵
大
事
典
』（
二
〇
〇
八
年
六
月
、
東
京
堂
出
版
）「
操
り
芝
居
」「
糸
操
り
」「
門
付
芸
」「
曲
独
楽
」「
蹴
鞠
」「
白
拍
子
」「
大
黒
舞
」「
宙
乗
り
」  

分
担
執
筆

『
日
本
の
伝
統
芸
能
講
座
』
舞
踊
・
演
劇
（
二
〇
〇
九
年
二
月
、
淡
光
社
）
人
形
芝
居
の
流
れ
―
竹
本
座
成
立
に
い
た
る
ま
で
―  

分
担
執
筆

『
京
の
常
識
事
始
』（
二
〇
一
〇
年
三
月
、
講
談
社
）
大
津
祭
源
氏
山
の
か
ら
く
り  

分
担
執
筆

『
学
生
・
職
員
と
創
る
大
学
教
育
―
大
学
を
変
え
る
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
の
新
発
想
』（
二
〇
一
二
年
二
月
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
君
は
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
―  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
チ
ー
ム
学
習
と
初
年
次
の
導
入
教
育  

分
担
執
筆

『
か
ら
く
り
人
形
の
世
界
―
そ
の
歴
史
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
―
』（
二
〇
一
二
年
七
月
、
安
城
市
歴
史
博
物
館
）
か
ら
く
り
の
文
化
史  

分
担
執
筆

平
成
二
三
年
度
〜
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
『
江
戸
時
代
伊
勢
商
人
の
文
芸
活
動
の
研
究
』（
二
〇
一
三
年
三
月
）
石
水

博
物
館
の
か
ら
く
り
資
料  

分
担
執
筆

山
田
和
人
教
授　

主
要
業
績
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『
大
津
曳
山
祭
総
合
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
五
年
三
月
、
大
津
市
教
育
委
員
会
）
曳
山
の
か
ら
く
り  

分
担
執
筆

『
文
字
書
き
か
ら
く
り
人
形
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
七
年
三
月
、
安
城
市
歴
史
博
物
館
）
安
城
市
文
字
書
き
か
ら
く
り
（
曲
書
き
）
の
文
化
史
的
な
位
置
づ
け  

分

担
執
筆

『
日
本
の
舞
台
芸
術
に
お
け
る
身
体
―
死
と
生
、
人
形
と
人
工
体
―
』（
二
〇
一
九
年
三
月
、
晃
洋
書
房
）
か
ら
く
り
人
形
に
お
け
る
身
体
―
か
ら
く
り
人
形
と
手
妻

人
形
―  

分
担
執
筆

〈
逐
次
刊
行
物
等
所
収
論
文
〉

『
雪
女
五
枚
羽
子
板
』
の
成
立
に
つ
い
て
―
二
世
三
右
衛
門
の
芸
風
と
そ
の
追
善
を
中
心
に
―
（『
同
志
社
国
文
学
』
15
、
一
九
八
〇
年
一
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法
―
松
本
治
太
夫
正
本
『
石
川
五
右
衛
門
』
と
の
比
較
を
中
心
に
―
（『
同
志
社
国
文
学
』
19
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

洛
東
遺
芳
館
本
『
源
平
軍
論
』
に
つ
い
て
（『
近
世
文
藝
』
42
、
一
九
八
五
年
五
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

井
上
市
郎
太
夫
正
本
『
弘
法
大
師
出
世
之
巻
』
に
つ
い
て
（『
近
世
文
藝
』
43
、
一
九
八
五
年
一
一
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

『
傾
城
反
魂
香
』
の
方
法
（『
日
本
文
学
』
35
、
一
九
八
六
年
三
月
、
日
本
文
学
協
会
）

『
以
呂
波
物
語
』
の
特
質
に
つ
い
て
（『
同
志
社
国
文
学
』
31
、
一
九
八
八
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

か
ら
く
り
と
古
浄
瑠
璃
（『
歌
舞
伎  

研
究
と
批
評
』
９

、
一
九
九
二
年
六
月
、
歌
舞
伎
学
会
）

伊
藤
出
羽
権
掾
の
か
ら
く
り
絵
尽
（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
19
、
一
九
九
三
年
六
月
、
演
劇
研
究
会
）

『
竹
田
大
か
ら
く
り
双
六
』
に
つ
い
て
（『
人
文
学
』
154
、
一
九
九
三
年
一
一
月
、
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）

竹
田
か
ら
く
り
「
傀
儡
師
」
に
つ
い
て
―
フ
ィ
ー
ル
ド
と
文
学
史
の
接
点
―
（『
歌
舞
伎  

研
究
と
批
評
』
12
、
一
九
九
三
年
一
二
月  

歌
舞
伎
学
会
）

田
中
組
「
傀
儡
師
」
の
人
形
と
そ
の
か
ら
く
り
の
構
造
（『
同
志
社
国
文
学
』
40
、
一
九
九
四
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

手
妻
研
究
資
料
と
し
て
の
『
若
水
千
歳
狐
』（『
同
志
社
国
文
学
』
41
、
一
九
九
四
年
一
一
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

か
ら
く
り
演
出
と
絵
画
資
料
（『
近
世
文
藝
』
61
、
一
九
九
五
年
一
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

田
中
組
「
傀
儡
師
」
の
人
形
と
そ
の
か
ら
く
り
の
構
造  

そ
の
二
（『
同
志
社
国
文
学
』
44
、
一
九
九
六
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

山
田
和
人
教
授　

主
要
業
績
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か
ら
く
り
と
浮
世
草
子
（『
同
志
社
国
文
学
』
45
、
一
九
九
六
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

文
楽
人
形
の
演
技
動
作
に
お
け
る
確
率
的
要
素
の
解
析
（
ホ
ー
ム
ロ
ボ
ッ
ト
の
情
緒
豊
か
な
行
動
生
成
を
目
指
し
て
）
共
著
（『
電
気
学
会
論
文
誌  

電
子
・
情

報
・
シ
ス
テ
ム
部
門
誌
』
117
、
一
九
九
七
年
四
月
、
電
気
学
会
）

文
楽
人
形
の
動
作
時
系
列
の
標
準
化  

共
著
（『
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
講
演
会
講
演
論
文
集
』
一
九
九
八
年
六
月
、
日
本
機
械
学
会
）

竹
田
か
ら
く
り
関
連
の
絵
画
資
料
（『
國
語
と
國
文
學
』
76
―
11
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）

ア
ジ
ア
の
人
形
芸
と
日
本
の
人
形
芸
（『
国
文
学
』
45
―
２

、
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
學
燈
社
）

文
楽
人
形
演
技
の
動
作
軸
の
位
相
要
素
の
解
析  

人
間
型
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
情
緒
豊
か
な
動
作
生
成
を
目
指
し
て  

共
著
（『
日
本
機
械
学
会
論

文
集
Ｃ
編
』
66
―
644
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
日
本
機
械
学
会
）

人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
作
生
成
に
お
い
て
情
緒
を
強
調
す
る
一
手
法  

初
期
時
刻
を
変
化
さ
せ
た
Ｋ
Ｍ
２

Ｏ
―

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｖ
ｉ
ｎ
方
程
式
を
用
い
た
文
楽
人
形
の

演
技
動
作
の
解
析  

共
著
（『
日
本
機
械
学
会
論
文
集
Ｃ
編
』
66
―
644
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
日
本
機
械
学
会
）

『
竹
田
新
か
ら
く
り
』
に
つ
い
て
（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
26
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
演
劇
研
究
会
）

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｔ
係
数
を
用
い
た
時
系
列
の
標
準
化
手
法  
文
楽
人
形
の
演
技
動
作
時
系
列
の
標
準
化
へ
の
応
用  

共
著
（『
日
本
機
械
学
会
論
文
集
Ｃ
編
』
66
―

646
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
日
本
機
械
学
会
）

古
典
芸
能
の
ラ
イ
ブ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（『
大
学
時
報
』
274
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
）

文
楽
人
形
の
モ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ブ
チ
ャ
・
デ
ー
タ
と
舞
踊
譜
と
の
相
互
変
換
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
で
の
身
体
運
動
の
記
述
形
式  

共
著
（『
じ
ん
も
ん
こ

ん 2000 

論
文
集 2000

』
200
―
17
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
情
報
処
理
学
会
）

1A
1

―80

―118  

文
楽
人
形
の
演
技
動
作
の
動
作
軸
の
位
相
・
振
幅
要
素
の
解
析  
共
著
（『
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
講
演
会
講
演
概
要
集  2000

』
二

〇
〇
〇
年
、
日
本
機
械
学
会
）

1A
1

―80

―117  

連
続  Labanotation

に
よ
る
文
楽
人
形
の
演
技
動
作
の
解
析  

共
著
（『
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
講
演
会
講
演
概
要
集  2000

』
二

〇
〇
〇
年
、
日
本
機
械
学
会
）

山
田
和
人
教
授　

主
要
業
績
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か
ら
く
り
と
能
―
「
融
大
臣
三
日
月
雛
形
」
を
中
心
に
―
（『
同
志
社
国
文
学
』
55
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

劇
場
・
舞
台
―
『
国
性
爺
後
日
合
戦
』
の
舞
台
と
人
形
―
（『
国
文
学
』
47
―
６

、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
學
燈
社
）

座
談
会  
情
報
化
の
進
展
と
大
学
教
育  

共
著
（『
大
学
時
報
』
295
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
）

『
役
者
披
顔
桜
』
と
竹
田
芝
居
の
江
戸
下
り
（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
30
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
演
劇
研
究
会
）

田
中
近
江
大
掾
の
か
ら
く
り
―
芸
能
と
科
学
の
狭
間
―
（『
同
志
社
国
文
学
』
61
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

田
中
近
江
大
掾
の
か
ら
く
り  
そ
の
２

―
弓
曳
き
童
子
の
場
合
―
（『
同
志
社
国
文
学
』
62
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

『
双
生
隅
田
川
』
の
四
段
目
の
舞
台
演
出
に
つ
い
て
（『
近
松
研
究
所
紀
要
』
16
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
）

か
ら
く
り
と
能
（
二
）
―
『
三
笠
山
春
日
龍
神
』
を
中
心
に
―
（『
人
文
学
』
179
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）

草
創
期
の
竹
田
芝
居
（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
32
、
二
〇
〇
六
年
五
月
、
演
劇
研
究
会
）

演
劇
と
百
人
一
首
―
『
戯
場
百
人
一
首
』
に
見
る
文
化
・
文
政
期
歌
舞
伎
の
生
態
（『
国
文
学
』
52
―
16
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
學
燈
社
）

公
募
制
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
に
よ
る
地
域
活
性
化
―
往
還
型
地
域
連
携
活
動
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
目
指
し
て
―
（『
公
募
制
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
に
よ
る
地
域

活
性
化
取
組
報
告
書
―
往
還
型
地
域
連
携
活
動
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
目
指
し
て
―
』
二
〇
〇
九
年
三
月
、
同
志
社
大
学
教
育
支
援
機
構
教
務
部
教
務
課
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
検
討
部
会
事
務
局
）

同
志
社
大
学
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
１

）（『
文
部
科
学
教
育
通
信
』
227
、
二
〇
〇
九
年
九
月
一
四
日
、
ジ
ア
ー
ス
教
育
新
社
）

同
志
社
大
学
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
２

）（『
文
部
科
学
教
育
通
信
』
228
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二
八
日
、
ジ
ア
ー
ス
教
育
新
社
）

同
志
社
大
学
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
３

）（『
文
部
科
学
教
育
通
信
』
229
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
二
日
、
ジ
ア
ー
ス
教
育
新
社
）

か
ら
く
り
と
式
亭
三
馬
の
滑
稽
本
（『
同
志
社
国
文
学
』
72
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
の
た
め
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
（
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
編
『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
お
け
る
学
び
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
』
二
〇
一
〇
年
三
月
、

同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
協
議
会
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
も
の
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
１

、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

山
田
和
人
教
授　

主
要
業
績
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か
ら
く
り
人
形
と
絵
画
資
料
（『
藝
能
史
研
究
』
190
、
二
〇
一
〇
年
七
月
、
藝
能
史
研
究
会
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
支
援
す
る
と
は
？
（
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
編
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
トV
ol. 2  

Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
お
け
る
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
』
二
〇
一
一
年
三
月
、

同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
協
議
会
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
お
け
る
評
価
（
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
編
『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク  

Ｐ
Ｂ
Ｌ
導
入
の
た
め
の
手
引
き
』
二
〇
一
一
年
三
月
、
同
志
社

大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

竹
田
か
ら
く
り
の
演
目
と
分
類
（『
西
鶴
と
浮
世
草
子
研
究
』
５

、
二
〇
一
一
年
六
月
、
笠
間
書
院
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
新
し
い
教
養
教
育
〜
課
題
探
求
能
力
を
育
成
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
の
方
法
論
的
整
備
〜
（『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
新
し

い
教
養
教
育
〜
課
題
探
求
能
力
を
育
成
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
の
方
法
論
的
整
備
〜
取
組
報
告
書
』
二
〇
一
二
年
三
月
、
同
志
社
大
学
教
育
支
援
機
構
教
務
部
教
務

課
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
お
け
る
評
価
（『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
新
し
い
教
養
教
育
〜
課
題
探
求
能
力
を
育
成
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
の
方
法
論
的
整
備
〜
取
組
報
告
書
』

同
志
社
大
学
教
育
支
援
機
構
教
務
部
教
務
課
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
）

Ｓ
Ａ
・
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
発
足
に
向
け
て
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
６

、
二
〇
一
二
年
三
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

道
成
寺
の
芸
能
（『
同
志
社
国
文
学
』
78
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

石
水
博
物
館
の
か
ら
く
り
資
料
（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））『
江
戸
時
代
伊
勢
商
人
の
文
芸
活
動
の
研
究
』
二
〇
一
三
年
三
月
）

評
価
力
を
鍛
え
る
！
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
演
習
の
可
能
性
を
探
る
（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
66
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
法
政
大
学
文
学
部
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
学
び
を
最
大
値
に
す
る
た
め
に
―
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
場
合
に
即
し
て
―
（『
大
学
時
報
』
62
―
349
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
日
本
私
立
大

学
連
盟
）

Ｃ
Ｎ
Ｓ
は
何
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
か
？
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
７

、
二
〇
一
三
年
三
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
〜
学
ぶ
「
構
え
」
を
学
ぶ
〜
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
８

、
二
〇
一
三
年
九
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
） 山

田
和
人
教
授　

主
要
業
績
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Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
学
習
支
援
―
イ
ン
プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
往
還
学
習
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
９

、
二
〇
一
四
年
三
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
）

地
域
連
携
と
Ｐ
Ｂ
Ｌ
―
地
域
連
携
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
―
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
10
、
二
〇
一
四
年
九
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
）

近
世
の
和
時
計
と
か
ら
く
り
（『
悠
久
』
138
、
二
〇
一
四
年
九
月
、
鶴
岡
八
幡
宮
悠
久
事
務
局
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
：「
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
」（
テ
ー
マ
公
募
制
・
教
養
教
育
科
目
）
の
試
み
（『
大
学
教
育
と
情
報
』
147
、

二
〇
一
四
年
九
月
、
私
立
大
学
情
報
教
育
協
会
）

落
書
と
か
ら
く
り
（『
同
志
社
国
文
学
』
81
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
学
習
支
援
―
学
習
支
援
者
と
し
て
の
学
生
の
役
割
と
可
能
性
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
11
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推

進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

同
志
社
大
学
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
―
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
12
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
同
志
社
大
学

Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

水
か
ら
く
り
の
舞
台
演
出
―
竹
田
か
ら
く
り
「
八
幡
宮
本
記
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（『
同
志
社
国
文
学
』
84
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

非
効
率
的
な
学
び
と
し
て
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
〜
失
敗
か
ら
学
ぶ
と
は
？
〜
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
13
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
）

教
育
機
関
の
壁
を
超
え
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
14
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
は
い
か
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
〜
Ｐ
Ｂ
Ｌ
導
入
の
成
功
因
子
〜
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
15
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
同
志
社
大

学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

ワ
ー
キ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
と
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
〜
意
欲
的
な
学
び
を
誘
発
す
る
創
造
的
な
環
境
と
は
何
か
〜
（『
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
』
16
、

二
〇
一
八
年
三
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

山
田
和
人
教
授　
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要
業
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「
三
熊
野
か
げ
ろ
ふ
姿
」
の
演
技
と
演
出
試
論  

『
歌
舞
伎  

研
究
と
批
評
』
60
、
二
〇
一
八
年
四
月
、
歌
舞
伎
学
会
）

竹
田
か
ら
く
り
の
演
技
と
操
法
―
文
献
資
料
と
現
存
か
ら
く
り
か
ら
―T

akeda K
arakuri : M

echanical Puppet Perform
ance T

echniques in H
istori-

cal D
ocum

ents and Current Practice

（『T
he Journal of the O

riental Society of A
ustralia

』
51
、
二
〇
一
九
年
、O

riental Society of 

A
ustralia

）

『
国
性
爺
合
戦
』
四
段
目
「
九
仙
山
」
の
演
技
と
演
出
―
竹
田
か
ら
く
り
「
九
仙
山
操
音
曲
」
を
手
が
か
り
に
―
（『
國
語
と
國
文
學
』
96
―
６

、
二
〇
一
九
年
六
月
、

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）

近
世
芸
能
研
究
か
ら
見
る
川
名
津
神
楽
（『
近
世
文
藝
』
110
、
二
〇
一
九
年
七
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

か
ら
く
り
と
軽
業
（
曲
技
・
曲
芸
）・
拍
子
事
（『
藝
能
史
研
究
』
229
、
二
〇
二
〇
年
四
月
、
藝
能
史
研
究
会
）

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
絵
尽
し  

『
機
関
能
上
古
舞
台
』
に
つ
い
て
（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
46
、
二
〇
二
〇
年
五
月
、
演
劇
研
究
会
）

大
道
芸
と
か
ら
く
り
（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
47
、
二
〇
二
一
年
五
月
、
演
劇
研
究
会
）

初
学
者
の
た
め
の
く
ず
し
字
教
材
の
可
能
性
と
課
題
―
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
出
前
授
業
（
夏
期
講
習
）
で
の
実
践
を
中
心
に
―
（『
同
志
社
国
文

学
』
95
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

〈
資
料
紹
介
・
翻
刻
〉

道
薫
坊
伝
記
―
淡
路
人
形
の
始
祖
伝
承
―
（『
同
志
社
国
文
学
』
13
、
一
九
七
八
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

『
続
諌
夷
書
』（
仮
称
）
に
つ
い
て
―
そ
の
実
態
と
綸
旨
と
し
て
の
性
格
―
（『
藝
能
史
研
究
』
75
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
、
藝
能
史
研
究
会
）

洛
東
遺
芳
館
本
『
源
平
軍
論
』（『
同
志
社
国
文
学
』
25
、
一
九
八
四
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

洛
東
遺
芳
館
所
蔵
井
上
市
郎
太
夫
正
本
『
弘
法
大
師
出
世
之
巻
』（『
同
志
社
国
文
学
』
30
、
一
九
八
八
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
風
俗
太
平
記
』
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
37
、
一
九
九
三
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
本
朝
班
女
䈉
』
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
40
、
一
九
九
四
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
曽
根
崎
模
様
』（
上
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
42
、
一
九
九
五
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

山
田
和
人
教
授　
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池
田
文
庫
所
蔵
か
ら
く
り
絵
番
付
に
つ
い
て
（『
館
報  

池
田
文
庫
』
７

、
一
九
九
五
年
四
月
、
阪
急
学
園
池
田
文
庫
）

翻
刻
『
曽
根
崎
模
様
』（
下
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
43
、
一
九
九
六
年
一
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

竹
田
か
ら
く
り
「
傀
儡
師
」
の
絵
画
資
料  

追
加
（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
22
、
一
九
九
六
年
六
月
、
演
劇
研
究
会
）

甦
っ
た
曳
山
か
ら
く
り
―
大
津
祭
源
氏
山
の
場
合
―
（『
企
画
展  

町
人
文
化
の
精
華
―
大
津
祭
』
一
九
九
五
年
三
月
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
）

翻
刻
『
名
筆
傾
城
鑑
』（
上
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
45
、
一
九
九
六
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
名
筆
傾
城
鑑
』（
下
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
46
、
一
九
九
七
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

『
戯
場
百
人
一
首
』
演
劇
資
料
と
し
て
の
絵
入
狂
歌
集
（『
同
志
社
国
文
学
』
50
、
一
九
九
九
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

資
料
紹
介
吉
徳
資
料
室
所
蔵
絵
尽
し
（『
同
志
社
国
文
学
』
55
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
尊
氏
将
軍
二
大
鑑
』（
上
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
57
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
尊
氏
将
軍
二
大
鑑
』（
中
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
60
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

池
田
文
庫
所
蔵
淡
路
・
阿
波
人
形
か
し
ら
に
つ
い
て
（『
館
報  

池
田
文
庫
』
24
、
二
〇
〇
四
年
四
月
、
阪
急
学
園
池
田
文
庫
）

翻
刻
『
尊
氏
将
軍
二
大
鑑
』（
下
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
62
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
武
烈
天
皇
艤
』
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
64
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
武
烈
天
皇
艤
』（
下
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
66
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
悪
源
太
平
治
合
戦
』（
上
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
70
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
悪
源
太
平
治
合
戦
』（
下
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
72
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
会
稽
多
賀
誉
』（
上
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
74
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
会
稽
多
賀
誉
』（
下
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
77
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
よ
み
売
三
巴
』
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
82
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
武
家
不
断
枕
』（
上
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
84
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

山
田
和
人
教
授　
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績
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早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
か
ら
く
り
関
連
絵
画
資
料
の
紹
介
（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
42
、
二
〇
一
六
年
四
月
、
演
劇
研
究
会
）

翻
刻
『
武
家
不
断
枕
』（
下
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
85
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

資
料
紹
介
『
機
関
竹
の
林
』（『
同
志
社
国
文
学
』
87
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
振
袖
天
神
記
』（
上
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
88
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

竹
田
か
ら
く
り
関
連
絵
尽
し
二
種
の
紹
介
―
か
ら
く
り
「
八
わ
た
の
本
記
」「
福
寿
海
宮
島
伝
記
」（『
同
志
社
国
文
学
』
88
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国

文
学
会
）

資
料
紹
介
『
機
関
千
種
の
実
生
』（『
同
志
社
国
文
学
』
89
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
振
袖
天
神
記
』（
下
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
90
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

資
料
紹
介
『
若
楓
東
雛
形
』（『
同
志
社
国
文
学
』
92
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
潤
色
江
戸
紫
』（
上
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
92
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
潤
色
江
戸
紫
』（
下
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
93
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

翻
刻
『
聖
徳
太
子
職
人
鑑
』（
一
）
共
著
（『
同
志
社
国
文
学
』
96
、
二
〇
二
二
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

資
料
紹
介
『
大
か
ら
く
り
子
供
狂
げ
ん
』（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
48
、
二
〇
二
二
年
五
月
、
演
劇
研
究
会
）

〈
書
評
・
学
界
時
評
〉

﹇
書
評
﹈
白
方
勝
著
『
近
松
浄
瑠
璃
の
研
究
』（『
日
本
文
学
』
44
―
７

、
一
九
九
五
年
七
月
、
日
本
文
学
協
会
）

﹇
学
界
時
評
﹈
平
成
六
年
国
語
国
文
学
界
の
展
望
浄
瑠
璃
（『
文
学
・
語
学
』
149
、
一
九
九
五
年
一
二
月
、
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）

﹇
書
評
﹈
斉
藤
利
彦
著
『
近
世
上
方
歌
舞
伎
と
堺
』（『
日
本
文
学
』
62
―
７

、  

二
〇
一
三
年
七
月
、
日
本
文
学
協
会
）

﹇
書
評
﹈
大
橋
正
叔
著
『
近
松
浄
瑠
璃
の
成
立
』（『
藝
能
史
研
究
』
230
、
二
〇
二
〇
年
七
月
、
藝
能
史
研
究
会
）

〈
そ
の
他
〉

一
九
九
二
年
の
上
方
芸
能
界
を
振
り
返
っ
て  

文
楽
（『
上
方
芸
能
』
111
、
一
九
九
二
年
五
月
、『
上
方
芸
能
』
編
集
部
）

山
田
和
人
教
授　

主
要
業
績
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か
ら
く
り
演
出
と
画
証
（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
月
報
47
、
一
九
九
三
年
九
月
、
岩
波
書
店
）

一
九
九
三
年
の
上
方
芸
能
界
を
振
り
返
っ
て  

文
楽
（『
上
方
芸
能
』
117
、
一
九
九
四
年
三
月
、『
上
方
芸
能
』
編
集
部
）

一
九
九
四
年
の
上
方
芸
能
界
を
振
り
返
っ
て  

文
楽
（『
上
方
芸
能
』
120
、
一
九
九
五
年
三
月
、『
上
方
芸
能
』
編
集
部
）

資
料
の
取
り
持
つ
縁  
演
劇
研
究
会
（
大
阪
）（『
江
戸
文
学
』
15
、
一
九
九
六
年
六
月
、
ぺ
り
か
ん
社
）

か
ら
く
り
と
人
形
芝
居
（『
世
界
の
文
学
』
87  

歌
舞
伎
と
浄
瑠
璃  

二
〇
〇
一
年
三
月
、
朝
日
新
聞
社
）

人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
と
特
色
（『
関
西
の
伝
統
芸
能
：
い
ま
・
歴
史
・
み
ら
い
（
関
西
あ
ら
か
る
と
）』
11
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
関
西
国
際
広
報
セ
ン
タ
ー
）

月
の
都
に
い
り
に
け
り
―
『
融
』
の
世
界
と
そ
の
享
受
―
（『
廣
田
鑑
賞
会
能
第
一
三
回
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
廣
田
鑑
賞
会
）

古
典
芸
能
を
応
援
す
る
か
た
ち
〜
能
と
大
学
〜
（『
国
立
能
楽
堂
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
337
、
二
〇
一
一
年
七
月
、
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
・
国
立
能
楽
堂
）

恋
を
隔
て
る
川
、
恋
を
取
り
持
つ
川
―
『
妹
背
山
女
庭
訓
』
山
の
段
―
（『
紫
明
』
29
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
紫
明
の
会
）

大
学
教
育
と
課
外
活
動
―
能
楽
部
の
活
動
の
社
会
的
な
意
義
―
（『
観
世
』
82
―
２

、
二
〇
一
五
年
二
月
、
観
世
会
京
都
能
楽
堂
）

山
田
先
生
‼
初
心
者
の
心
得
を
教
え
て
下
さ
い
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
）（『
歌
舞
伎
入
門
の
入
門
』
二
〇
一
七
年
一
一
月
、
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
芸
術
企
画
課
）

あ
と
白
波
と
ぞ
な
り
に
け
り
―
竹
田
か
ら
く
り
「
傀
儡
師
」
を
中
心
に
―
（『
紫
明
』
46
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
紫
明
の
会
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
―
古
典
文
学
研
究
と
教
育
の
未
来
―
」
報
告
（
共
著
）（『
近
世
文
藝
』
115
、
二
〇
二
二
年
一
月
、
日
本
近
世

文
学
会
）

こ
ん
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
！
（『
日
本
文
学
』
71
―
９

、
二
〇
二
二
年
九
月
、
日
本
文
学
協
会
）

〈
学
会
発
表
等
〉

洛
東
遺
芳
館
本
『
源
平
軍
論
』
に
つ
い
て
（
一
九
八
三
年
一
一
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

井
上
市
郎
太
夫
正
本
『
弘
法
大
師
出
世
之
巻
』
に
つ
い
て
―
弘
法
大
師
伝
浄
瑠
璃
の
展
開
に
即
し
て
―
（
一
九
八
四
年
六
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

竹
田
か
ら
く
り
「
傀
儡
師
」
に
つ
い
て
―
フ
ィ
ー
ル
ド
と
文
学
史
の
接
点
―
（
一
九
九
二
年
一
二
月
、
歌
舞
伎
学
会
）

か
ら
く
り
演
出
と
絵
画
資
料
（
一
九
九
四
年
六
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

山
田
和
人
教
授　

主
要
業
績
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手
妻
か
ら
く
り
の
舞
台
演
出
―
『
用
明
天
王
職
人
鑑
』
の
鐘
入
り
―
（
二
〇
〇
四
年
六
月
、
日
本
演
劇
学
会
）

『
双
子
隅
田
川
』
の
四
段
目
の
舞
台
演
出
に
つ
い
て
（
二
〇
〇
四
年
六
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

竹
田
か
ら
く
り
の
演
出
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
歌
舞
伎
学
会
）

か
ら
く
り
研
究
と
絵
画
資
料
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
藝
能
史
研
究
会
東
京
例
会
）

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
竹
田
か
ら
く
り
絵
尽
し
『
国
性
爺
合
戦
』「
か
ら
く
り
九
仙
山
操
音
曲
」
に
つ
い
て  

絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅷ
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
、

実
践
女
子
大
学
）

近
世
芸
能
研
究
か
ら
見
る
川
名
津
神
楽
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

か
ら
く
り
と
軽
業
・
拍
子
事
―
愛
知
県
半
田
市
亀
崎
潮
干
祭
石
橋
組
「
布
ざ
ら
し
」
の
実
演
を
交
え
て
―
（
二
〇
一
九
年
六
月
、
藝
能
史
研
究
会
大
会
）

古
典
教
育
に
学
会
は
何
が
で
き
る
の
か
―
出
前
授
業
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
―
（
二
〇
二
一
年
六
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）

〈
講
演
等
〉

古
典
と
い
う
ト
レ
ン
ド
船
弁
慶
橋
本
光
史
静
と
知
盛
市
川
右
近
（
二
〇
〇
七
年
九
月
、
ス
ラ
イ
ド
エ
ク
ス
プ
ラ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

歌
舞
伎
・
文
楽
に
見
る
芝
居
の
な
か
の
京
都
（
二
〇
〇
八
年
六
月
、
高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

け
や
き
の
森
市
民
大
学  

同
志
社
大
学
提
携
講
座
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
教
育
の
可
能
性
と
課
題
（
二
〇
〇
九
年
二
月
、
文
部
科
学
省
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
公
募
制
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
に
よ

る
地
域
活
性
化
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

同
志
社
大
学
の
教
養
教
育
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
）
の
試
み
（
二
〇
〇
九
年
三
月
、
九
州
工
業
大
学  

平
成
二
一
年
度
Ｐ
Ｂ
Ｌ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
Ｆ
Ｄ
講
演

会
・
工
学
部
教
育
方
法
改
革
研
修
・
講
演
会
）

初
年
次
教
育
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
（
二
〇
〇
九
年
三
月
、
東
京
電
機
大
学
特
色
Ｇ
Ｐ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

日
本
・
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
の
人
形
芝
居
―
ア
ジ
ア
の
中
の
人
形
文
化
交
流
史
―
（
二
〇
〇
九
年
六
月
、
高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

け
や
き
の
森
市
民
大
学  

同

志
社
大
学
提
携
講
座
）

「
融
」
ご
あ
ん
な
い
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
第
一
三
回
廣
田
鑑
賞
会
能
）

山
田
和
人
教
授　

主
要
業
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「
世
界
」
に
つ
い
て
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
讀
賣
文
化
講
座
）

近
松
の
挑
戦
！  

人
形
浄
瑠
璃
が
能
「
道
成
寺
」
に
挑
む
（
二
〇
〇
九
年
一
一
月
、
京
都
市
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー  

京
都
ア
ス
ニ
ー
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
報
告
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
趣
旨
（
二
〇
一
〇
年
二
月
、
文
部
科
学
省
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
未
来
を
切
り
拓
く
Ｐ
Ｂ
Ｌ
―
「
教
育
」
の
壁
を
越
え
て
―
」）

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
（
二
〇
一
〇
年
六
月
、
文
部
科
学
省
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
【
テ
ー
マ
Ａ
】
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム  

同
志
社
大

学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
〇
年
度
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

蘇
る
戦
国
武
将
像
〜
あ
の
武
将
た
ち
は
な
ぜ
語
り
継
が
れ
る
の
か
？
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
、
高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

け
や
き
の
森
市
民
大
学  

同
志
社
大

学
提
携
講
座
）

か
ら
く
り
演
出
と
絵
画
資
料
（
二
〇
一
一
年
三
月
、
中
国
武
漢
大
学
に
於
け
る
研
究
交
流
会
）

「
庭
上
梅
」
完
成
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
（
二
〇
一
一
年
三
月
、
同
志
社
大
学
能
楽
部
創
部
八
五
周
年
記
念  

新
作
能
庭
上
梅  

新
島
襄
を
讃
え
て
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
学
び
の
改
善
―
有
意
義
な
取
り
組
み
と
は
―
（
二
〇
一
一
年
七
月
、
法
政
大
学
第
六
回
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

通
な
芝
居
見
物
へ
〜
南
座
秀
山
祭
三
月
大
歌
舞
伎
鑑
賞
〜
（
二
〇
一
二
年
三
月
、
楽
洛
キ
ャ
ン
パ
ス
同
志
社
大
学
課
外
講
座
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
提
携
））

Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
の
実
践
は
日
々
Ｆ
Ｄ
〜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
試
み
〜
（
二
〇
一
二
年
三
月
、
神
奈
川
工
科
大
学
Ｆ
Ｄ
講
演
会
）

評
価
力
を
鍛
え
る
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
演
習
の
可
能
性
を
探
る
―
（
二
〇
一
二
年
七
月
、
法
政
大
学
文
学
部
九
〇
周
年
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
部
で
培
う
社
会

人
力
」
い
か
に
社
会
人
力
を
養
う
か
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
）
は
学
生
を
変
え
る
（
二
〇
一
二
年
九
月
、
同
志
社
女
子
大
学
Ｆ
Ｄ
講
習
会
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
チ
ー
ム
学
習
〜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
場
合
〜
（
二
〇
一
三
年
二
月
、
第
一
八
回
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム  

第
七
分
科
会  

「
学
生
間
の
協
同
的
学
習
を
促
す

授
業
方
法
」
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
何
が
学
生
を
成
長
さ
せ
る
の
か
？
〜
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
（
公
募
制
・
教
養
教
育
）
の
試
み
か
ら
〜
（
二
〇
一
三
年
三
月
、
大
学
教
育
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
）

山
田
和
人
教
授　
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佐
伯
灯
籠
人
形
の
魅
力
（
二
〇
一
三
年
八
月
、
平
成
二
五
年
度
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
地
域
の
た
か
ら
「
佐
伯
灯
籠
人
形
浄
瑠
璃
の

不
思
議
な
世
界
」）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
原
理
と
応
用
―
公
募
制
・
教
養
教
育
Ｐ
Ｂ
Ｌ
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
を
中
心
に
―
（
二
〇
一
三
年
九
月
、
教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点
提
供
プ
ロ

グ
ラ
ム  
学
生
指
導
法
（
東
北
大
学
高
等
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
））

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
演
技
と
演
出
―
現
在
の
舞
台
と
映
像
を
中
心
に
―
（
二
〇
一
三
年
九
月
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
に
お
け
る
同
志
社
大
学
企
画
講

座
「
日
本
の
芸
能
」
そ
の
他
四
名
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project-Based Learning

）
の
学
習
効
果
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
、
尚
絅
学
院
高
大
連
携
事
業
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
：
講
演
と
学
び
」）

社
会
が
求
め
る
人
間
力
と
大
学
が
育
て
る
人
間
力
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
、
同
志
社
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
三  

Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
お
け
る
学
習
効
果
の
検
証
〜
卒
業
後
の
現
場
か
ら
〜
）

学
生
が
成
長
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
〜
初
年
次
教
育
と
Ｐ
Ｂ
Ｌ
〜
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
Ｆ
Ｄ
委
員
会
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project-Based Learning

）
の
学
習
効
果
と
質
的
向
上
を
目
指
し
て
―
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
（
公
募
制
・
教
養
教
育
）
の
試
み
か
ら
―

（
二
〇
一
三
年
一
二
月
、
第
九
回
「
大
学
教
育
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
スin

徳
島
」（
徳
島
大
学
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
））

地
域
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
学
び
の
意
義
と
課
題
―
大
学
に
と
っ
て
、
地
域
に
と
っ
て
―
（
二
〇
一
四
年
二
月
、
広
島
修
道
大
学
：
ひ
ろ
み
ら 

FES2013

「
地
域
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 2013 

活
動
報
告
会
」）

大
学
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
性
：
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
特
徴
と
実
施
の
留
意
点
（
二
〇
一
四
年
二
月
、
大
阪
成
蹊
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
平
成
二
五
年

度
後
期
Ｆ
Ｄ
研
修
会
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
学
習
効
果
と
社
会
連
携
教
育
と
し
て
の
可
能
性
―
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
取
り
組
み
か
ら
―
（
二
〇

一
四
年
三
月
、
産
学
協
働
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
例
報
告
会
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
Ｆ
Ｄ
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
研
究
会
）
〜
教
育
効
果
の
高
い
「
産
学
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
あ

り
方
を
考
え
る
）

山
田
和
人
教
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ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
学
習
効
果
と
社
会
連
携
教
育
と
し
て
の
可
能
性
―
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
取
り
組
み
か
ら
―
（
二
〇

一
四
年
三
月
、
産
学
協
働
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
例
報
告
会
（
新
潟
大
学
教
育
・
学
生
支
援
機
構
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
・
大
学
境
域
機
能
開
発
セ
ン
タ
ー
））

社
会
連
携
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
可
能
性
と
Ｐ
Ｂ
Ｌ
―
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
取
り
組
み
―
（
二
〇
一
四
年
三
月
、
産
学
協
働
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
の
た
め
の
「
地
域
会
議
」）

Ｉ
Ｓ
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ  

産
官
学
地
域
協
働
に
よ
る
人
材
育
成
の
環
境
整
備
と
教
育
の
改
善
・
充
実
（
二
〇
一
四
年
三
月
、
平
成
二
四
年
度
文
部
科
学
書
産
業

界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
改
善
・
充
実
体
制
整
備
事
業
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
学
習
支
援
―
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
に
お
け
る
Ｔ
Ａ
・
Ｓ
Ａ
協
議
会
の
試
み
―
（
二
〇
一
四
年
三
月
、
金
沢
大
学
：
学
士
課
程
の
コ
モ
ン
・
コ

ア
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

社
会
連
携
型
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
学
習
効
果
・
学
習
支
援
・
導
入
の
留
意
点
（
二
〇
一
四
年
九
月
、
北
海
道
教
育
大
学
Ｆ
Ｄ
講
演
）

社
会
連
携
型
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
学
習
効
果
と
学
習
支
援
―
同
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
（
全
学
設
置
・
テ
ー
マ
公
募
制
）
に
即
し
て
―
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
高
等
教

育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
淑
徳
大
学
））

専
門
教
育
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
―
基
礎
演
習
（
初
年
次
）、
演
習
Ⅰ
（
３

年
次
）
の
実
践
―
（
二
〇
一
五
年
一
月
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
Ｆ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
―
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
事
例
を
通
し
て
―
（
二
〇
一
五
年
二
月
、
関
西
外
大
Ｆ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
〜
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
（
全
学
設
置
・
テ
ー
マ
公
募
制
）
に
即
し
て
〜
（
二
〇
一
五
年
五
月
、
静
岡
大

学
Ｆ
Ｄ
講
演
）

第
一
回
目
総
論
・
芸
能
入
門
の
入
門
〜
交
流
す
る
芸
能
〜
（
二
〇
一
五
年
五
月
、
ム
セ
イ
オ
ン
静
岡
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
自
主
企
画
事
業  

連
続
講
座
「
静
岡
×
徳
川

時
代
」）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
（
テ
ー
マ
公
募
制
・
教
養
教
育
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
の
試
み
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
、
文
部
科
学
省
助
成
「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
国
際
教
養

大
学
「
日
米
協
働
課
題
解
決
型
科
目Project Based Learning

」
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

山
田
和
人
教
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Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
―
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
事
例
を
通
し
て
―
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
、
群
馬
大
学
社
会
情
報
学
部
Ｆ
Ｄ
講
演
会
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
お
け
る
学
習
支
援
に
つ
い
て
〜
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
（
全
学
設
置
教
養
教
育
・
テ
ー
マ
公
募
制
）
に
即
し
て
〜
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
、
学

生
支
援
機
構
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
務
者
研
修
会
（
関
東
地
区
）  

日
本
学
生
支
援
機
構
）

ロ
ボ
ッ
ト
と
か
ら
く
り
―
科
学
と
芸
能
の
狭
間
を
生
き
た
田
中
久
重
―
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
、
国
文
学
研
究
資
料
館
総
合
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
学
術
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０

１

５

）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
特
性
と
先
端
事
例
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
何
か
―
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
振
り
返
り
と
産
学
協
働
に
よ
る
人
材
育
成
環
境

づ
く
り
）

曳
山
の
か
ら
く
り  

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
大
津
祭
の
曳
山
行
事
」（
二
〇
一
六
年
四
月
、
指
定
記
念
連
続
講
座
（
第
六
四
七
回
れ
き
は
く
講
座
））

オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
可
能
性
と
課
題
―
同
志
社
大
学
テ
ー
マ
公
募
制
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
視
点
か
ら
―
（
二
〇
一
六
年
六
月
、

平
成
二
八
年
度  

全
国
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス  

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
就
職
支
援
に
つ
い
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン  

日
本
学
生
支
援
機
構
）

同
志
社
大
学
に
お
け
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
授
業
設
計
と
学
修
評
価
（
二
〇
一
六
年
七
月
、
山
口
大
学
・
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Y

U
-A
P

）
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
授
業
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プPart1 

―
Ｐ
Ｂ
Ｌ
授
業
設
計
の
ツ
ボ
を
学
ぶ
―
』）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
事
例
と
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
考
え
方
レ
ク
チ
ャ
ー
（
二
〇
一
六
年
九
月
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
合
同
Ｆ
Ｄ
研
修
会
（
和
歌
山
大
学
））

絵
を
読
み
解
け
ば
、
演
技
が
見
え
る
！
―
竹
田
か
ら
く
り
の
演
技
・
演
出
研
究
―
（
二
〇
一
七
年
五
月
、
愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会
）

死
者
に
寄
り
添
う
舞
台
―
近
松
心
中
物
の
世
界
―
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
、
京
都
市
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー  

京
都
ア
ス
ニ
ー
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
エ
イ
ジ
・
ア
カ

デ
ミ
ー
」）

聖
地
と
し
て
の
天
王
寺
界
隈
を
歩
く
（
二
〇
一
八
年
六
月
、
高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

け
や
き
の
森
市
民
大
学  

同
志
社
大
学
提
携
講
座
）

竹
田
か
ら
く
り
の
世
界
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会
）

日
本
近
世
文
学
会
出
前
授
業
「
昔
の
文
字
を
読
ん
で
み
よ
う
！
」（
二
〇
一
九
年
七
月
、
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
夏
期
講
習
）

竹
田
か
ら
く
り
の
世
界
―
か
ら
く
り
と
ロ
ボ
ッ
ト
（
二
〇
一
九
年
九
月
、
イ
タ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
学
部
（
公
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開
講
義
））

か
ら
く
り
人
形
の
演
技
と
構
造
―
竹
田
か
ら
く
り
の
絵
画
と
映
像
―
（
二
〇
一
九
年
九
月
、
イ
タ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
ア
ジ
ア
・
北
ア

フ
リ
カ
学
部
（
公
開
講
義
））

竹
田
か
ら
く
り
の
演
技
と
演
出
―
亀
崎
潮
干
祭
の
「
布
ざ
ら
し
」
と
「
綾
渡
り
」
―
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
公
開
講
座
）

作
者
近
松
の
し
た
た
か
さ
（
近
松
の
生
涯
）（
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
〜
二
〇
二
一
年
三
月
、
令
和
二
年
度
「
宮
水
学
園
」
マ
ス
タ
ー
講
座
（
後
期
））

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
京
都
を
探
索
す
る
―
鴨
東
の
け
し
き
〜
京
都
の
豪
商
柏
原
家
を
訪
ね
て
〜
（
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
、
高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

け
や
き
の
森
市
民
大
学  
同
志
社
大
学
提
携
講
座
）

竹
田
か
ら
く
り
（
近
世
大
坂
）
と
愛
知
県
半
田
市
亀
崎
潮
干
祭
―
田
中
組
「
傀
儡
師
」・
石
橋
組
「
布
ざ
ら
し
」・
西
組
「
唐
子
遊
び
（
綾
渡
り
）」
を
中
心
に
―

（
二
〇
二
一
年
一
月
、
都
の
ま
つ
り
文
化
研
究
会
）

古
典
教
育
に
学
会
は
何
が
で
き
る
の
か
―
出
前
授
業
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
―
（
二
〇
二
一
年
六
月
、
日
本
近
世
文
学
会
二
〇
二
一
春
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ

ジ
タ
ル
時
代
の
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
―
古
典
文
学
研
究
と
教
育
の
未
来
―
」）

続
・
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
京
都
を
探
索
す
る
〜
街
道
の
交
差
点
山
科
の
魅
力
を
解
き
明
か
す
（
二
〇
二
一
年
九
月
、
高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

け
や

き
の
森
市
民
大
学  

同
志
社
大
学
提
携
講
座
）

古
典
教
材
の
未
来
を
切
り
拓
く
！
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
、
第
七
回
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
国
際
研
究
集
会
）

日
本
近
世
文
学
会
出
前
授
業
「
昔
の
文
字
を
読
ん
で
み
よ
う
」（
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
附
属
中
学
校
出
前
授
業
）

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
学
習
効
果
・
授
業
支
援
・
評
価
―
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
事
例
を
通
し
て
―
（
二
〇
二
二
年
一
月
、PEP Conference 2021 

立
命
館
大

学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
信
型
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
（PEP

）
主
催
）

続
々
・
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
京
都
を
探
索
す
る
―
京
都
の
ど
真
ん
中
・
安
藤
人
形
店
を
訪
ね
る
―
（
二
〇
二
二
年
九
月
〜
一
〇
月
、
高
槻
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー  

け
や
き
の
森
市
民
大
学  

同
志
社
大
学
提
携
講
座
）

亀
崎
潮
干
祭
に
見
る
か
ら
く
り
人
形
の
特
徴
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
、
全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連
合
会
総
会  

令
和
四
年
度
祭
屋
台
等
製
作
修
理
技
術
者
会
研
修

山
田
和
人
教
授　

主
要
業
績

xli

同志社国文学98号　三校　Ａ



会
亀
崎
大
会
）

フ
ィ
ー
ル
ド
と
文
献
を
つ
な
ぐ
演
劇
史
（
二
〇
二
二
年
一
二
月
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会
）

〈
科
学
研
究
費
補
助
金
等
〉

研
究
課
題
「
江
戸
時
代
伊
勢
商
人
の
文
芸
活
動
の
研
究
―
石
水
博
物
館
（
津
市
）
所
蔵
文
献
資
料
を
手
が
か
り
に
―
」
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
二
〇
〇
九
年
四
月
〜
二

〇
一
二
年
三
月
、
研
究
分
担
者
）

研
究
課
題
「
興
味
関
心
を
喚
起
す
る
く
ず
し
字
や
和
本
を
用
い
た
新
し
い
古
典
教
材
の
開
発
に
関
す
る
研
究
」
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
二
〇
二
〇
年
四
月
〜
二
〇
二
三

年
三
月
、
研
究
代
表
者
）

研
究
課
題
「
戦
前
期
大
阪
に
お
け
る
花
街
の
総
合
的
研
究
―
芸
能
を
媒
介
と
す
る
社
会
関
係
の
形
成
を
視
点
と
し
て
―
」
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
二
〇
二
一
年
四
月
〜

二
〇
二
四
年
三
月
、
研
究
分
担
者
）

〈
メ
デ
ィ
ア
報
道
等
〉

義
太
夫
「
傾
城
恋
飛
脚
・
新
口
村
の
段
」（
二
〇
一
〇
年
九
月
一
六
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
芸
能
花
舞
台
」）

文
楽
の
魅
力
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
〜
新
吉
原
揚
屋
の
段
〜
（
二
〇
一
一
年
六
月
三
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
「
芸
能
百
花
繚
乱
」）

文
楽
「
心
中
天
網
島
・
北
新
地
河
庄
の
段
」（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
八
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
「
に
っ
ぽ
ん
の
芸
能
」）

謡
曲
「
杜
若
（
か
き
つ
ば
た
）」
〜
観
世
流
〜
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
〇
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

Ｆ
Ｍ
能
楽
堂
）

謡
曲
「
鉢
木
」
〜
観
世
流
〜
（
二
〇
一
九
年
三
月
一
七
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ  
Ｆ
Ｍ
能
楽
堂
）

文
楽
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
よ
り
（
二
〇
一
九
年
六
月
三
〇
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
「
古
典
芸
能
へ
の
招
待
」）

謡
曲
「
楊
貴
妃
」
〜
観
世
流
〜
（
二
〇
二
一
年
一
月
一
七
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

Ｆ
Ｍ
能
楽
堂
）

謡
曲
「
清
経
」
〜
観
世
流
〜
（
二
〇
二
一
年
二
月
二
〇
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

Ｆ
Ｍ
能
楽
堂
）
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